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（１）事業名称等

【事業名称】 信州における伝統的建造物保存技術の研修と活用

【実施団体】 特定非営利活動法人 信州伝統的建造物保存技術研究会(略称:信伝研)

【事業経費】 1,221,780円

（２）事業目的

信州の伝統的建造物・歴史的景観を後世に伝えるため、伝統的建造物に携わる技術者、

伝統的建造物に関心のある方々、伝統的な建築を所有・管理されている方々など、皆で、

その方策を考えて行く場を設けることを目的とする。そのために、各地の文化財建造物

の修理現場および指定文化財での研修会を実施する。修理設計技術や修理施工技術の研

修を通し、技術技能の普及を図る。信州の技術者と連携を取りながら、地域の文化財の

保存を進める。また、持続的・発展的な管理活用に向けた取り組みとして、信州におけ

る伝統的建造物の保存技術に関する調査を実施し記録するとともに、地元銀行が設立し

た八十二文化財団（当会賛助会員）等と伝統的建造物に対する融資・支援の在り方、文

化財の活用の方策を検討する。

（３）事業活動の内容

①講演会の実施

伝統的建造物に関連するテーマで、東京大学工学部藤井恵介教授を講師に、平成24

年2月25日、長野市のホテル信濃路にて、講演会を実施した。演題は「密教建築の成立

と展開」。上田市常楽寺出身の半田孝淳天台座主が全国仏教会の会長に就任することが

決まったので、密教建築に関する知識を深めるための講演会とした。

講演「密教建築の成立と展開」の概要は以下のとおり。

Ⅰ 密教建築と空間の成立

１．最澄と空海と円仁による日本の密教の成立（年表参照）

２．最澄と空海と円仁による修法・灌頂と寺院建築

３．復元された建築と内部空間

４．空間のもつ宗教的意味

Ⅱ 真言密教における曼荼羅を対面させる空間

１．仁和寺灌頂院

２．高野山金堂

３．東大寺大仏殿

４．一般的な伝法灌頂の舗設

Ⅲ 天台密教における熾盛光法と灌頂

１．比叡山東塔総持院

２．三条白川房の熾盛光堂

特定非営利活動法人 信州伝統的建造物保存技術研究会

平成２３年度 ＮＰＯ等による文化財建造物の管理活用事業 報告資料
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②研修会の実施

信州の南信地方の伝統的建造物の見学・現場研修会を平成23年11月12日に実施した。

バスをチャーターし、長野駅前を起点として、長野道・中央道を使い、飯田市周辺の

文化財で研修した。研修は、重要文化財小笠原家書院、市指定有形文化財白山社随身門、

市指定有形文化財旧飯田城桜丸御門（赤門）、県宝座光寺麻績学校、座光寺元善光寺で

おこなった。

参加者は２６名。

③技能サークル研修会の実施

若い技能職人を対象に、技能サークルを、長野市・松本市を会場に、研修会を実施し

た。

第１回技能サークル 11月14日（松本市、参加者１７名）

講師：吉澤政己氏「信濃の民家」

第２回技能サークル 11月28日（長野市、参加者２４名）

講師：竹林信男氏「板葺き民家と技術」登録有形文化財建物小林家住宅にて実施。

このうち、吉澤政己氏「信濃の民家」は、信濃の民家について、『長野県史』（美術

建築資料編）編纂以降の事例も含め、民家の構造と特徴についてスライドで講義した。

竹林信男氏「板葺き民家と技術」は、大工で板屋根職でもある竹林信男氏が、道具の紹

介と板割りの実演とスライドで板葺き民家を紹介した。

さらに、当会会員も８年前の当初から保存に関わってきた野鍛冶・中村家住宅につい

て、この保存の問題を深めるため、「保存技術講演会」とする技能サークルの特別企画

を実施した。

保存技術講演会は３月６日に長野市で実施した。テーマは「文化財修理の現状と方向

性」。参加者３３名。講師：和田勝氏（当会理事）、渡辺哲也氏（信濃町学芸員）。

この講演会は、和田勝氏がこれまで手がけてきた保存修理現場の実態と課題を報告し

た。

町並に関しては、歴史的価値がある建物も、昔の姿・形のままでは近代的な設備もなく

利活用が出来ない、法規制が厳しいのは保存のための規制ではなく安全に対する規制が大で

ある、保存するための支援措置が充分でなく所有者に経済的負担が多い点などを指摘した。

町並み保存のためには行政におんぶにだっこだけでは保存出来ない、計画から住民が参加す

ることが必要、活用されないものは壊されるので地財（建物、技術、原料）を活かす必要性

を述べた。

社寺建築の保存と現状では、地域の神社は、宮司が兼務で地域の役員は勤め人が多く、祭

りの日も土・日に変わって来ている。春祭り・秋祭りの近くにお宮を開け清掃を行い、雨漏
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り・虫害を発見して対応に苦慮し、応急処置を行い次の役員に申し送りとなる事が多くなっ

て来た。そのため、修理が十分でなく、修理箇所がひどくなり大きな修理となる。なお、社

叢が多く雨樋が掛けられないため、雨落水の処理が悪い処が多く腐朽及び虫害が目立ってい

るなど、実態報告をした。寺院は、檀信徒により守られ、住職は先祖を守る事により結ばれ、

建物の維持管理は檀信徒の寄付・篤志により行われている。とはいえ、維持管理には苦慮し

ている。

民家（商家）は、生活しながら建物を保存しているため、内外の改造も文化財であるため、

現代の生活で使いにくいという若い世代からの不満も多く、親は昔からの想いや習慣がある

ため、このまま残したいと思い、若い世代と親の世代とのせめぎ合いが起こっている。旧家

では、保存のための苦労をこのまま若い世代に伝えていいものかと悩んでいる現状もある。

以上の課題の報告があった。

保存・活用の事例としては、登録有形文化財中村家住宅の事例が報告された。安曇野市三

郷の民家の保存の相談を受け、現地調査を行った。所有者はすぐ近くに別に住宅があり、住

まない民家に大金を投資できないし、壊してしまうのも先祖に申し訳ないと言う思いで悩ん

でいた。現状では屋根・外壁・内部の床に傷みがあるため、この部分を自力で直し、国の登

録文化財の制度を使って付加価値を高め、利活用を考えようということになった。登録とな

って付加価値が上がった建物を、地元の社会福祉法人「七つの鐘」に借りてもらい、グルー

プホーム「なでしこ」として活用し、家賃をまた次の修理費に充ててゆくことになった。

また、建設コストを押さえるために、寺が直営工事での復元した事例として長野県宝・池

口寺薬師堂復元工事（長野県木曽郡大桑村）を紹介した。

次いで、信濃町教育委員会学芸員の渡辺哲也氏が、野鍛冶・中村家住宅の保存につい

て報告した。当会が８年前から関わって、地元教育委員会への働きかけや友の会作りの

ための講演会に当会会員を派遣する、友の会に会員多数が入って資金援助する、屋根修

理の手伝いに参加するなどしてきた経過をスライドで紹介した。

④職人への保存技術の聞き取り

これまでに、信州における伝統的建造物の保存技術の記録を『棟柱』としてまとめて

きたが、さらに深めるために、土壁の技術について聞き取りを実施した。

長野県での土壁下地工法は、木舞を掻く工法と木の釘や竹釘を落とし板に打ち、縄を

巻く工法の２種類がある。木の釘や竹釘を用いた工法について、とくに、諏訪地方の土

蔵の土壁では、シャチと呼ばれる木の釘が用いられる。このシャチを用いた土壁工法に

ついて、職人へのヒアリング調査および現場視察をおこなった。

⑤文化財団・金融機関との打ち合わせ

文化財建造物の持続的な管理活用に向けた取組みについて、具体的な検討内容・作業
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分担等について、八十二文化財団・長野県信用組合の識者と打ち合わせを行った。

（４）事業の成果

①講演会の実施

広くメディア等で、告知の徹底を図った結果、参加者は会場一杯の120名となって大

盛況であった。難しい内容であったが、スライドによる詳細な説明は分かりやすく、特

に、仏画に関心のある会員などから、仏教空間の意味がよく理解できたと絶賛の賛辞が

あった。

②研修会の実施

重要文化財旧小笠原家書院では、郷土史研究者による歴史的な解説を聞き、管理後継

者不足の問題や管理上の苦労話を聞くことができた。

白山社随身門（楼門）では、神社役員と二階に上り、破損状況等の確認を行った。今

後の当会の活動として、重要な課題がみえてきた。

当会会員が修理工事に関わった、旧飯田城桜丸門（赤門）、旧座光寺麻績学校校舎で

は、その修理工事に携わった技術関係者（当会会員）の現地説明を受け、参加者が技術

的な問題などを質問するという技術情報の交換できた点が有意義であった。

③技能サークル研修会の実施

信州の建築について、『長野県史』美術建築資料編（平成２年）以降の新しい知見を

知る機会がなかったので、「持ち込み床」（床の高さまで土間叩きを盛る）などの事例

に驚きがあった。

昔は、近在に多数いた板屋根職人が、現在は、木曽・長野に数名いるだけとなった現

状があり、若手職人には、新たな刺戟となった。

保存技術講演会は、これまで手がけてきた保存修理現場の実態とそこからみえてきた

課題が明らかにされたので、今後の対策の参考になった。また、個人所有の民家の場合、

保存への参加はできるものの、根本的な、相続の問題、寄付の問題など、当事者・行政

に頼らざるを得ない限界も見えた。また、多雪地帯の維持管理の問題も今後、大きくな

る実態が明らかにされた。

なお、技能サークル研修会の内容は、長野県建設労働組合連合会が実施している「信

州職人学校 伝統大工コース」の技術指導（当会会員担当）にも活かされている。

④職人への保存技術の聞き取り

諏訪地方の土壁技法について、明らかにすることができた。また、職人との交流がは

かれた。壁塗り作業を体験できた。

⑤文化財団・金融機関との打ち合わせ

八十二文化財団（八十二銀行別館内）のスペース82館内の展示スペースで企画展示『信

州の職人』（「その技と心意気」）を開催（３月末まで。平成２３年度企画）してもら
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い、当会会員４人の仕事もそれぞれ大きなパネルで紹介されている。

（５）事業実施後の課題

講演会は、新聞広告という、それまで、当会では出費できなかった広告分野を利用す

ることができ、これまでの講演会の１.５倍の参加者になった。会場としては限界なの

で、別な会場を検討する必要がある。また、シンポジウムのような形式にして、意見交

換をより活性化する必要がある。

文化財建造物の維持管理・小修理について、ＮＰＯの活動として、これまで、保存技

術講演会で事例報告があった数例にとどまっている。さらに事例を積み重ねていく必要

がある。

また、研修会を通して、市町村の文化財建造物について、定期的な破損状況点検等が

ＮＰＯの活動としてできるのではないか、モデル事業を模索したい。

茅葺など修理工事について当会への問い合わせも増えてきている。今後は、一層、文

化財所有者に広報活動をして、当会との連携を取りやすくしたい。一方で、インターネ

ットのホームページ作成など活用ができていない。

文化財団・金融機関との連携については、企画展示がギャラリーでできた以外に進ま

ず、次年度以降に問題点と可能性を明らかにしていきたい。

（６）今後の展開

文化財所有者から会員に相談があった場合には、「保存技術講演会」で事例報告があ

ったように、保存活動の手伝い、建築費を抑える直営工事の指導などができているが、

これらの点を、少なくとも市町村指定の文化財建造物全体に周知したい。（パンフレッ

トの作成）

当会会員加盟の長野県建設労働組合連合会の「信州職人学校 伝統大工コース」との

連携を継続し、多くの技術者を育成したい。（講習テキストの充実）

文化財建造物と修理資金の問題について、当会関係の金融機関と定期的な研究会をも

ち、問題点と可能性を明らかにしていきたい。（本年度は時間も限られていたので、も

う少し時間をかけて研究したい）
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（２）事業目的

信州の伝統的建造物・歴史的景観を後世に伝えるため、
伝統的建造物に携わる技術者、伝統的建造物に関心のある
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そのために、各地の文化財建造物の修理現場および指定
文化財での研修会を実施する。修理設計技術や修理施工技
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援の在り方、文化財の活用の方策を検討する。



（３）事業活動の内容

①講演会の実施
平成２４年２月２５日 ホテル信濃路（長野市）
「密教建築の成立と展開」

講師：東京大学工学部藤井恵介教授
参加者：１２０名



②研修会の実施
研修地：飯田市周辺
研修方法：バスをチャーターし、長野駅前を起点として、

長野道・中央道経由で飯田市内を巡回した。
対象建築：重要文化財小笠原家書院

飯田市指定有形文化財白山社随身門
飯田市指定有形文化財旧飯田城桜丸御門（赤

門）
長野県宝座光寺麻績学校
座光寺元善光寺

参加者：２６名。



③技能サークル研修会の実施
対象：若い技能職人
第１回技能サークル 11月14日（松本市、参加者１７名）

テーマ：「信濃の民家」
講 師：吉澤政己氏（当会理事）

第２回技能サークル 11月28日（長野市、参加者２４名）
テーマ： 「板葺き民家と技術」
講 師：竹林信男氏（当会会員）
登録有形文化財小林家住宅にて実施。

保存技術講演会
テーマ：「文化財修理の現状と方向性」
講 師：和田勝氏（当会理事）

渡辺哲也氏（信濃町教育委員会学芸員）。





④職人への保存技術の聞き取り
対 象：土壁の下地の工法
調査地：諏訪地方



⑤文化財団・金融機関との打ち合わせ
テーマ：

文化財建造物の持続的な管理活用に
向けた取組み
内 容：

・具体的な検討内容・作業分担等に
ついて、八十二文化財団・長野県信用
組合の識者と打ち合わせ。

・八十二文化財団企画展示（『信州
の職人』その技と心意気）への協力。



（４）事業の成果

①講演会の実施

広くメディア等で、告知の徹底を

図った結果、参加者は会場一杯の120

名となって大盛況であった。

仏画に関心のある会員などから、

仏教空間の意味がよく理解できたと

絶賛の賛辞があった。



②研修会の実施

重要文化財旧小笠原家書院では、郷土史研究者による歴史

的な解説を聞き、管理後継者不足の問題や管理上の苦労話を

聞くことができた。

白山社随身門（楼門）では、神社役員と二階に上り、破損

状況等の確認を行った。今後の当会の活動として、重要な課

題がみえてきた。

当会会員が修理工事に関わった、旧飯田城桜丸門（赤門）

、旧座光寺麻績学校校舎では、その修理工事に携わった技術

関係者（当会会員）の現地説明を受け、参加者が技術的な問

題などを質問するという技術情報の交換できた点が有意義で

あった。



桜丸門断面図（研修会資料より抜粋）



③技能サークル研修会の実施

■「持ち込み床」（床の高さまで土間叩きを盛る）などの新し
い事例が報告された。

■ 板屋根職人が、木曽・長野に数名いるだけとなった現状が
あり、若手職人には、新たな刺戟となった。

■保存技術講演会では、これまで手がけてきた保存修理現場の
実態とそこからみえてきた課題が明らかにされた。また、個人
所有の民家の場合、保存への参加はできるものの、根本的な、
相続の問題、寄付の問題など、当事者・行政に頼らざるを得な
いﾀ界も見えた。加えて、多雪地帯の維持管理の問題も今後、
大きくなる実態が明らかにされた。



④職人への保存技術の聞き取り

諏訪地方の土壁技法について、明らかにすることができた。

また、職人との交流が図れた。壁塗り作業を体験できた。



⑤文化財団・金融機関との連携

八十二文化財団のスペース８２館内

で企画展示『信州の職人』（「その技

と心意気」）を開催（３月末まで。平

成２３年度企画）してもらい、当会会

員４人の仕事もそれぞれ大きなパネル

で紹介されている。



（５）事業実施後の課題
講演会は、これまでの参加者の１.５倍で会場一杯であった。

別な会場を検討する必要がある。また、シンポジウムのような
形式にして、意見交換をより活発に行う必要がある。
文化財建造物の維持管理・小修理について、当会のＮＰＯの

活動としては、これまで保存技術講演会で事例報告があった数
例にとどまっている。さらに事例を積み重ねていく必要がある
。
また、当会の活動として、市町村の文化財建造物について、

定期的な破損状況点検等ができるのではないか。茅葺など修理
工事について当会への問い合わせも増えてきている。今後は、
一層、文化財所有者に広報活動をして、当会との連携を取りや
すくする必要がある。インターネット活用ができていない。
文化財団・金融機関との連携については、企画展示がギャラ

リーでできた以外に進まず、次年度以降に問題点と可能性を明
らかにしていきたい。



（６）今後の展開

文化財所有者から当会会員に相談があった場合には、「保存技術
講演会」で事例報告があったように、保存活動の手伝い、建築費を
抑える直営工事の指導などができているが、これらの点を、少なくと
も市町村指定の文化財建造物全体に周知したい。 （パンフレットの
作成）

当会会員加盟の長野県建設労働組合連合会の「信州職人学校
伝統大工コース」との連携を継続し、多くの技術者を育成したい。
（講習テキストの充実）

文化財建造物と修理資金の問題について、当会関係の金融機関
と定期的な研究会をもち、問題点と可能性を明らかにしていきたい。

（本年度は時間も限られていたので、もう少し時間をかけて研究した
い）


